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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期累計期間における経済状況は、円安に伴う物価上昇、欧州金融不安や中国経済の成長の鈍化等の理 

由により先行きの不透明感は残るものの、政府・日銀による各種経済政策や金融緩和政策により企業収益や雇用環 

境に改善がみられる等、景気は緩やかな回復基調で推移しました。

 当社の属する建設業界においては、建設技能労働者の慢性的な人手不足が解消されておらず、労務費や建設資材 

を中心とした建設コストの上昇等、不安材料は残るものの、復興関連事業等による公共投資が堅調に推移し、企業 

業績改善による設備投資の増加等の理由により、好調な受注環境で推移しました。

 また、プラント解体分野においても産業競争力強化、エネルギー供給構造高度化等の政府の各種政策により、企 

業の設備投資に伴う解体工事案件は引続き増加傾向で推移しております。

 このような状況のもと、工事の完成が集中する傾向のある、第４四半期（11～１月）および第１四半期（２～４

月）に向けて受注、施工ともに堅調に推移しております。その結果、当第３四半期累計期間の業績につきまして

は、売上高は2,430,131千円となりました。また、利益面におきましても、個別案件ごとの採算性の確保、販売費

及び一般管理費の徹底した抑制等の取組みを継続して行い、営業利益は280,808千円、経常利益は296,237千円、四

半期純利益は189,354千円となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

 当第３四半期会計期間末の資産合計は2,686,050千円となり、前事業年度末に比べ210,408千円の増加となりまし 

た。これは、大型工事の完成により未成工事支出金が344,837千円減少、また、一部工事代金の電子記録債権化等

により完成工事未収入金が279,158千円減少した一方、新規上場に伴う増資等により現金預金が301,731千円増加、

また、完成工事高の増加等により電子記録債権が625,767千円増加したこと等が要因であります。

 

（負債） 

 当第３四半期会計期間末の負債合計は770,993千円となり、前事業年度末に比べ582,416千円の減少となりまし 

た。これは大型工事の完成により未成工事受入金が384,835千円減少、また、未払法人税等が79,449千円減少した

こと等が要因であります。

 

（純資産） 

 当第３四半期会計期間末の純資産合計は1,915,057千円となり、前事業年度末に比べ792,824千円の増加となりま 

した。これは、新規上場に伴う公募増資、オーバーアロットメントによる売出しに関連した第三者割当増資、およ 

び新株予約権の行使等により、資本金および資本剰余金がそれぞれ301,735千円増加、また、利益剰余金が189,354 

千円増加したことが要因であります。

 

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績予想につきましては、平成27年９月２日付「東京証券取引所マザーズ市場への上場に伴う当社決算情報等の

お知らせ」で公表しました当期の業績予想から変更ありません。

 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

該当事項はありません。
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３．四半期財務諸表

（１）四半期貸借対照表

    （単位：千円） 

  前事業年度 
（平成27年１月31日） 

当第３四半期会計期間 
（平成27年10月31日） 

資産の部    

流動資産    

現金預金 598,522 900,253 

受取手形及び売掛金 33,924 30,503 

完成工事未収入金 676,649 397,490 

電子記録債権 25,216 650,983 

未成工事支出金 606,207 261,369 

貯蔵品 4,216 3,196 

その他 145,738 27,036 

貸倒引当金 △783 △1,081 

流動資産合計 2,089,690 2,269,752 

固定資産    

有形固定資産 350,289 361,557 

無形固定資産 4,201 13,600 

投資その他の資産    

その他 32,640 42,319 

貸倒引当金 △1,180 △1,180 

投資その他の資産合計 31,460 41,139 

固定資産合計 385,951 416,297 

資産合計 2,475,642 2,686,050 

負債の部    

流動負債    

工事未払金 386,746 353,500 

未払法人税等 107,218 27,769 

未成工事受入金 539,920 155,084 

その他 183,939 96,167 

流動負債合計 1,217,824 632,522 

固定負債    

社債 100,000 100,000 

退職給付引当金 28,742 31,684 

資産除去債務 3,587 3,636 

その他 3,254 3,149 

固定負債合計 135,584 138,470 

負債合計 1,353,409 770,993 

純資産の部    

株主資本    

資本金 88,545 390,280 

資本剰余金 49,515 351,250 

利益剰余金 984,172 1,173,527 

株主資本合計 1,122,232 1,915,057 

純資産合計 1,122,232 1,915,057 

負債純資産合計 2,475,642 2,686,050 

 

- 3 -



（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）

  （単位：千円） 

 
 当第３四半期累計期間 
(自 平成27年２月１日 

 至 平成27年10月31日) 

売上高  

完成工事高 2,381,353 

兼業事業売上高 48,777 

売上高合計 2,430,131 

売上原価  

完成工事原価 1,845,228 

兼業事業売上原価 31,092 

売上原価合計 1,876,320 

売上総利益  

完成工事総利益 536,125 

兼業事業総利益 17,685 

売上総利益合計 553,810 

販売費及び一般管理費 273,002 

営業利益 280,808 

営業外収益  

不動産賃貸料 8,173 

補助金収入 20,469 

その他 2,239 

営業外収益合計 30,882 

営業外費用  

不動産賃貸費用 3,690 

株式公開費用 10,722 

その他 1,041 

営業外費用合計 15,453 

経常利益 296,237 

税引前四半期純利益 296,237 

法人税、住民税及び事業税 63,166 

法人税等調整額 43,716 

法人税等合計 106,882 

四半期純利益 189,354 
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 当社は、平成27年９月２日付で東京証券取引所マザーズに上場にあたり、平成27年９月１日を払込期日とす 

る公募増資による払込を受け、新株式220,000株の発行を行い、資本金および資本準備金がそれぞれ253,000千 

円増加しております。また、平成27年９月30日を払込期日とするオーバーアロットメントによる売出しに関連 

して行う第三者割当増資による新株式39,000株の発行を行い、資本金および資本準備金がそれぞれ44,850千円 

増加しております。さらに、新株予約権の行使による新株式2,400株の発行を行い、資本金および資本準備金 

がそれぞれ510千円増加しております

 それらの結果等により、当第３四半期会計期間末において、資本金が390,280千円、資本準備金が351,250千 

円となっております。

 

４．補足情報

(１）生産、受注及び販売の状況

項  目 

前事業年度 

（自 平成26年２月１日 

至 平成27年１月31日） 

当第３四半期累計期間 

（自 平成27年２月１日 

至 平成27年10月31日） 

金額 

（千円） 

金額 

（千円） 

前期繰越工事高 1,628,103 1,642,523

当期受注工事高 3,017,986 3,874,355

当期完成工事高 3,003,566 2,381,353

次期繰越工事高 1,642,523 3,135,525

(注）１ 当期受注工事高には有価物売却予想額を含んでおります。 

２ 前事業年度以前に受注したもので、契約の変更による請負金額の増減および有価物の売却価格の変動等による

増減があったものについては、その増減額は当期受注工事高に含んでおります。 

３ 上記の金額には消費税等は含まれておりません。 
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